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＜連絡事項＞

· 6/21に広いフロア（生活指導室・作業指導室・キッチンスペース・食堂・廊下）のワックスかけ終了している。暫くは、ほうきでゴミ取りのみ行い、水拭きしないこと。

· 本日中に各自担当分の二軸評価を実施すること。

· 園芸プログラムの決裁が下りた為、今週、肥料や苗等を買いに行く予定。

· 6/25･26　救急対応についての研修あり。

6/25出席スタッフ：上野・中居・川井・小松

6/26出席スタッフ：下舘

· 6/26　14時から町中スペース湊の見学者１名（付き添いスタッフ２名）が来る予定。

· 6/26勤務変更あり。中居が日勤から遅Cへと変更になる。

· 7/2　15:00から弘前県の愛成会病院が青陽館の施設見学予定。

＜外来情報＞

・森田　清助　様～「革細工は楽しい。園芸もやっている」と話される。

・高橋　百壽　様～頓服で睡眠はとれているとのことで、ドラールを定期薬として処方あり。また、

口で言い表せない具合いの悪さがあるとのこと。血糖値160　HbA1c6.9。

・晴山　美智子様～体重97.4kg。「起きれば食べ物を探している。趣味を見つけた方が良いのかな」と話されるも、担当医より趣味を見つけるよりデイケアに行ってエアロビクスなどをして体を動かすようにとアドバイスあり。

・我満　奈津紀様～娘のことでデイケアにあまり行けなかったとのこと。「タバコは、半日吸わなくても良くなったが、自分でタバコを買うと吸う本数が増えてしまう」と話される。

・田向　玲美　様～２日間幻聴があったとのことで受診されている。1日目は、複数の女性の声で幻聴があり、２日目は「いらっしゃいませ」と聞こえたとのこと。リスパダール液７日分処方あり。「お祖母さんに彼氏のこと言われるし、彼氏と連絡取れないしで無気力になっている」と話される。

・本田　英之　様～今週、ハローワークで面談があるとのこと。勉強はきちんと行っているという。　　　　

この前、友人がリストカットしショックだったと話される。

・駒目　　翔　様～「私物チェックしないでほしい」と話すも、担当医は１ヶ月続けることを説明している。調子は良くなったり悪くなったりするとのことで、コントミンからメディピース（0.5）×２錠へ変薬となっている。「自動車学校は、あと４回で１段階終わりだ」「勉強は、やる気がしない。完全自殺マニュアルと言う本を読んでいる。以前、この本を読んで岩手医大に行く事になった」と話される。担当医よりその本を読まないよう助言あり。

＜利用者様情報＞

・駒目　　翔　様～・来所時の荷物チェック時、「男性スタッフの方が良い」と話される。男性スタッフは、まだ出勤していない事を説明すると納得され荷物チェックに応じられる。本日は、カッター等の危険物はなかった。

・「朝の薬は家で飲んで来た。昼のカマは、下痢気味だから飲まないつもりで持って来ていない」「最近、１日４時間くらいしか寝ていない。朝は辛く、昼は徐々に良くなり、夕方は一番良くなるが、夜は気分が沈む。イライラや、憂鬱な気分を手紙にしている。手紙には先生が書けるようにスペースを空けている」と話される。スタッフより本日の受診時、担当医に報告するよう伝えている。受診後、スタッフに「先生に話してきた。頓服が変わった。」と報告あり。

・久保　興介　様～「先週、イライラした。死にたくなった」と話される。担当医に相談したら就労は保留になったというが、話を聞いてもらい楽になったと話される。本日、母様と一緒にデイケア来所しており、母様と面談している。母様は「車の免許を取ったので、次は、就労させようと思った。期待しすぎていたかもしれない。デイケアに来ていても興介のためになっていないと思う。家での様子も変わらないから就労訓練所に行かせようと思っている」と話される。しかし、現在、通信教育、ギターレッスンに通っているとの事で、次々と新しいことにチャレンジしても本人のストレスになる可能性がある為、暫くは、デイケアの回数を増やし対人交流などを学ぶと本人が決めている。次回の受診時に担当医へデイケア通所日を増やしても良いか相談するとのこと。

・袴田　隆裕　様～・「家族に説得され、アルバイトから始める事になりました。服屋のバイト募集があるので今週受けようと思っている」と報告あり。

　　　　　　　　　・プログラムの疾病教室時、「薬飲まない方が調子いい。先生に言ってみる」と話される。スタッフより、服薬の重要性について説明するも理解乏しい。

・大久保　康弘様～青明舎より情報提供あり。6/19（木）減薬となっていたが、6/21（土）五福訪問時、眼光鋭さ目立ち、命令口調での幻聴が聞こえているとのこと。本人は幻聴に対して常にあるものと苦痛には感じていないと話があったようだが、表情の硬さ・歩行時のふらつき等見られている。
　　　　　　　　　⇒様子観察し、関係機関に情報提供していく。

・川口　尚良　様～「今後、腎臓の受診は月１回で良いことになった。その受診日以外の金曜日はデイケアを利用したい。6/27からデイケアを利用できるように先生に言ってみる」と話される。

　　　　　　　　　　⇒就労希望ある方なので、通所日増加は検討保留とし、就労に結びつくような支援をしていく。

・北嶋　　剛　様～「暫くは、デイケアに行く事を目標に頑張るので、プログラムのグループ分け

はまだ行わず、好きなプログラムに入れるようにしてほしい」と電話連絡あり。

＜対応困難事例＞

駒目　翔　様

· 検討内容：荷物チェック方法

先週より行っている荷物チェックに対し「いつ終わるんですか？１週間くらいで終わりませんか？荷物をチェックするのは嫌です。恥ずかしい」と抵抗見られる。

· 現在の荷物チェック方法

来所時、本人に荷物チェックをすることを伝え、本人の目の前で鞄の中をチェックし、危険物があった場合、スタッフが預かりデイケア終了時返却する。

· 今後の荷物チェック案

本人に下記の選択肢を与え選んで頂く。

①今までの荷物チェック方法（来所時、本人に荷物チェックをすることを伝え、本人の目の前で鞄の中をチェックし、危険物があった場合、スタッフが預かりデイケア終了時返却する。）

②来所時、バックごとスタッフに預け、必要な時に必要な物をスタッフの目の前でバックから取り出す。スタッフは、デイケア終了時本人に鞄を返却する。










